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。
ご
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い

間号から
「閉民の広掛」欄を殴

一付、みなさんの械金に対すると憲

一見
、と要望などを掲置してい者た

一いと思います。四百字以内
、紙上

一魁名は自国ですが、なるべく住所

一・氏名号脅き昨えてくだ
さい。

一(あて先は閉山閉会串者間、験全だ

一より編集誉民会)


